




















本研究班 3年間の研究から,自閉症の主病態は脳幹,中脳とくに縫線核群にある可能性が強

く示唆された。この神経系は同じく脳幹,中脳に位置する青斑核と密接な関係を有するとと

もに,より上位に位置する大脳辺縁系,さらに大脳皮質に広汎に軸索を送っていることが知

られているが,今回の研究から,この神経支配が発達の初期に完成し,しかも,その発達に外

界から刺激,環境要因が重要な役割を果たすことが示唆された。一方,早期の縫線核群の障

害は,環境刺激の感受性を低下させ,早期に睡眠・覚醒リズムあるいは行動のサーカディア

ンリズムの障害をきたすこと。辺縁系の障害は,やや遅れて多動,注意障害を主体とした行

動異常を現わすことが証明された。これに関係する縫線核群の神経系はセロトニンを伝達

物質とし,行動に関与する辺縁系神経はドーパミンを刺激伝達物質とすることが明らかに

され,これらモノアミン神経系の早期の異常が発達過程および成熟過程で特異的な行動異

常をきたすことが実証された。 

自閉症の主症状に年齢依存性のあることは指摘されているが,今回の研究から,A:睡眠・覚

醒リズムの障害,母親・他人への関心の欠如,環境への順応性の低下,同一性保持,機械的記

憶の亢進などは乳児期あるいは幼児期早期に出現する,B:多動,常同行動,パニックなどは

幼児期に出現することを明らかにした。また,運動面では,乳児期にはハイハイが「できな

い」,または「しない」こと,幼児期では階段の交互降り,三輪車ペダル踏みができないとと

もに,歩行時上肢の協調運動を欠くことが特徴としてあげられた。また,言語障害の特徴は

反響言語にあり,これは右大脳半球の言語であり,成人の失語症にみられる反響言語とは異

質のものであることが示された。 


